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調 査の概妥   _ ―

ガンィカ毛科め烏類のふ対の生息状 ,え 芝町 らかにti

島歎係護灯度に姓要な資料 とするため、茅 /と ロガン
‐

々毛射烏類つ調査 を昭和 ノθ年 /耳 ノ∠可に全国 一持

|こ邪1喜この実施妥領 によ り実施 し、 その結果 をとり童七 .

めた。                   _

fメ )'＼ タチョウ類

ノ＼クチ ヨウ類は,ク宇必箇所 (鋼合面廣 9呵 ブ2猛
生

ゑ )に_鴻 すOP覇 ぶ祝茶 された。 これは昨年に

此ぺ 芝′6~/む呵 Cノ Z/)多 く、■史及に禾すとおり遺

六っ調査定録っ )う で最新り記録である,
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地以別に教●とヽ 室戒、新澪i届寄.)L海立、音

家.み各Ё呆でラく毎 祭されている。

方オ八ク千 Fウ Iま /0′ぎ7羽 て片前年度庄 /♂ネ/)

で、宮成,)ヒ冷董_青柔及が新潟の各童県に多く生

怠レtコ 八クチヨウ lよ π θJチ 珂でt福身、新焉及び

宮瘍tの
‐
る、只にラ<生′急するというイ東白嘆ι為おとね

TJll坪 ど発りである,

なん、 コハクチコクの生息捜 !よ、逮火 /J町 つ:Π

査茫象 とレLぺ 晨 も多レヽ生息枚の記保 ぐある,

7)ガ ン類

ガン類 lよ、 す/箇 赤 (調査面積 /五 完 ス
上 支分 )

に、マガ
｀
ン、 ヒンク/r、 コクガン等 ,?/′ 羽ぶ観察

とれ た。 これば水表 に禾すとお り
'乍

」手にレLべ 先θ′0

万珂 (μ字/)多 い言こ露iと なっ た。

これは、渡乗複ホきまくたんIく 少/Jが フた昨与 C

着 ド 乞成果伊 豆沼 )之 除クトレて我れ ば 、平角氣 滝玉

緻 之た って しヽる 。

地 域別|に 取 る と、 新 罵只 で前年度 ヮ擁 案撫 セ下口

ったゎのの、宮戒、石 }II、 滋賀等の各県ぐ着加が頸

者であり、 また、昨年縁!察記録つながフた着手.梧

島でそれぞれゼ】え羽、 7∂ 可ぶ涯累された。
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樗粥||の 上息炊 をえうと、 マずン.Jヒ シタイ.が 増方ロ

(前年にテヒベ
・
てれぞれ んガ平羽、/7ず F羽 の堵 )レ

てお り,ま た、 コクがン1よ、 1よ ば
｀
昨年立の液来枚と

なってしヽる。 主た稀ケ連 であるシジュウカラガンが

/羽 (f7午 宮城 呆にて雁藩以来 ご年′∫り 必友 耳の

た米 )宮疲県でπ 衆 され く、しヽる,

c, 力毛穎

ヵモ 頻 ば、 ,Z/平 蒟汚 (捐 合面演 d●■す作7生詭λ)

にお しヽ て ん
'tν
鶯 河が擁茶 され た。

こたは 、堀 去 /争 回ヮ鋼右鉱緑 中、長 も多い盈振

牽ち る。

生急数 の力しヽ県は、え矩 .て ノ72′ 必」召 ,t千 茉

(ノ」→′す/¬ )、 次歩寝〔 クη夕7沙 イ¬)く  男イ奎 rお `ノが、

覇 )、 東京 tど 977牢 引 )、 などであ り、 関東つ都

県瓜上位 だ～す位 を占めくいるのぶ 注目述撫る。
Ⅲ

力毛頚 Jイ 種の うち、 今回″調査|く 擁 祭 さみたの

Iま だ7ラ臣で、髯の土な種 は、甲ガ毛 ('∫πイ渉7覇 )、

ヵ)と ガそ (プ す£σZ D覇 )、 スペ ガて くZ字 兌よケ/¬ )

ITガ 毛 こ/F2/′ノ召 )l オナガガ毛 (/午 ん∂ヨど¬ )

ヒ ド リ が 七 t夕 身 ⊇∂ /羽 )./THン 八 ジ ロ Cク 】 fかZ

羽 )■ ンクロハ ジ耳 (ク iυ 」∂■ )な どであ つた。
rt介,



た・,こf:
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:rSi til_1三 |

また、昨年に引と笠 と、次成果のД沼において、_

ォ井ジ＼シハウロボ∂Tイ (ガン声毛拓今開始以来 f邸

冒の祝案 )親祭杢れてしⅢる。     |

透玄 ノξ年間の鋼餐絶泉ば、隊ゑに末十yゐ りで

あ る。
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昭和 す7年度 ガ
｀
シヵと科 烏頻の 生忠羽答

笑施 要領

/ 鋼仝の耳衛

景置にお ける

息犬泥 な擢猛 し、

z 調査の主本

調 査の主体 |よ 、

a 吉肩査 区威

ザン・力4・ ノ＼クチ ョウ類の各期の生

烏猿休ま行友に,砧妥な資料 とする。

郷 童斉 只 とする。

各都童若 果の 医戎 (海宏 を含む。 )と する。

年 鋼答貶の医定及び調 査の方法

(/♪  ガ｀ン `力 毛 ′八 クチ ョウ類の友永地につ しヽて、

房IIに 個体枚を詞仝 する。 特 に稀′メ権の判 邪|に |ま、

分 1慎宣を対 する。

(ハ  :厨 仝ス に |ま 、烏類 の判男||に 遮誦こな右 支当 て、 事前

に逸ムの調査待長になずいて1捌査止 Lな ため、 富Π

査地区ごとに掘仝只な配置してt翔仝肢れを防止す

るととあに1双ΠR劣 t学 逮寃 ,写兵接、数取承年を

種
　
十

て,,



枝¶し吉Π仝精皮の向上に努めるものとする。

G)宮Π合定が 2以 上の郷若 只にわたる河 I｀|.胴、汚等

の場合は 1瓶 豆に協教の上.カ ウン トの三榎反が掘

答波れを防止 するよ うに野わるもの とすると

吉周 密己 口

i日 査 珂 |ま 耳召和 必∂ 年 /可 ノ必 日 (フに)と
=「

る。

ただ レ.太 俵 災 ば綱査え等の郷 合 によ り耳 日にお

る宮厨答 ぶ不可有ヒな場 0は 、 ,Fノ ξ可、 ス Iま /7日

笑施 して差 し支えな しヽ,

胡合 刀ス リま とめ に つ レヽて

調査の結釆つ取 りま とあ Iま 別伝り調 査次 によ り行 う.

なお1早期 に令園集計 を行 )港妻べ あるのぐ専R告期

TRを 族 で する こと .

調 査方次症 定のたわの留意幸頂

(オ)日 本野 烏の会 にお しヽて |さ 、 すど年度 から 力
｀
ン・

力毛科脅類の 生忠調査 を笑抱 して貴 り、 昭れ ∠D年 /

戸 /f口 に同会支郭 己
｀
とにヨロ査 を行 うこととして いる

ので、調各精度の台 上のため,罰 仝 打茨率について、

珂久み 支押 とも協教 するものとする。

す

　

こ
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そlla,こ 記入 し、
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村 凸 布

えたス市

〕Lえ甘山那

新 友 市

減 土 パ

木 ポ 市

イ  山  守

ラ可 )と 守ヽ

入 ょ 町

人 汚 口町

舟 形 ■

承  ェ  ),I

ヨ

折 在 習

と ズ

ホ 活

加 京

入  活  口

黒

全

猫

何

御克F悠

河 すす

〃tよ

び

す

タ

Zす

/ρ

」汐

∠す

クク

イ

7

ク

″

″

タ

ア
庶
　
　
　
・１
呵

湖
　
河

水
　

洲

　

河

ロ

=TンF

,W

タ

グ

●λ余

″

妹



調  査

肩 コ

夭

伝

言同査

八頁
錮蔭先八表 オフレ＼ク■ ) r1/＼タサョシ種 不 研 計

/D ノど

ノ, /す

雪

7/

ク

曇

ノ

／

じ

Ｚ

Ｚ

休 墓刀ミテ台

高袴  え

締D命 八歳

述潔 沸裁

ク

羽

/フ

/完

'之
ど

/ど

,/

羽 耳可

/

羽

ノ
'

/Z

J之 ア

/r

,/

37

す

ノ

'ノ

夕す″

,ヨ タ

″

Z/J

″

ク

沙

ア

ノ

′

ν

θ

夕ど?

dθ
=

″

″ 2Z

ノ, /ど

/・ ノす

/c /タ

/ /J

ノ ノタ

ス /ノ

/./タ

″

//ど

雲

雪

清

曽

斎

曇

ク

菫

　

タ

″

　

／
　
　
／

/

/

/

ノ _

/

ノ

/

/

3

ラギ茸  采

柏倉 寺下郎

奔潔 ―那

松ロ エ痣

拡コ 和I―

右路 分賂

長瀬 歯入那

ク

山科 全ユ那

篤 夫 工 引

打耳 分火

す

と

/

2

,

す″

′″

″

タ

イ

Zヨ

す

Zヨ

す

ど

′

Z

ヨ

す 7

/7

″

タ

″

む

〔0,,



北
一

盗調 調 査

風 萩

嗣 采
ま区キ
のこ分番号 着F道府呆 郷 市 村前 名比 え尤

/どと

/ど 7

/ど

'

/ど

'

′グθ

ノタ/

/7Z

/タテ

山形 乗 本 市天

市ロ茜

坂 持 市

議量 弱兄【

泉 口〕li那

ク

宮 蔦 H

輌 口 君

三 ,lI町

誤 島 町

羽 黒 可

主    口

4  場

会   素

最 ェ ,11

示   ,〕 I

ク

京 ロ フlT

添 島 ガ1

万

″

ク

,

″

//

ア£

イク

どJ

/す

字フ′

/ど

2ノ す

′ /

アク

僚
鈴 )

嫉

石尺
ω

航 策
(ρ

抗 飛

77

′1ヽ 計              Zο か所

亨唸民  鳥 秋休諜 区     3か 粛

航杖沫工医成     す つヽ所

一‐蕎ヽ 方汽 頸夕       /2 か
'F

/フ タえZ

∠イネ

3θ γ

2ア
'.?

|

/π牛

/7す

ノタど
'

ノ7タ

/πケ

ノ77

ノ∂
'

/′ /

/,2

格 島采

″

ィア達 死冨

ク

主 違 デF

死【山 市

浩 ラ頼 死【

る ,11那

會 ィ 市

褐 島 市

ズ ⅢⅢl町

曰 え 町

末 � 有

洲 鶏 阿

抗 肩 町

死],II殉

騰
口
　
昇

　

口
　

斗
　

洲

炎

弁

成

沢

南

W

友

栗

著下

秀11

軒

Ｔ
口

〓

ン

河

ラ可

々
　

胡〓ン

//

瀬

辰七

３

　
　

ク２

f Zθ

27

之

7フ

Z

/沙ク

ヨ

抗 禁

η禾

イ呆

航禁

タ

ク



調  査

戸 召

天
　
伝

調査

入 兵
調重着 代表 オオプソチヨウ コ

'｀
ク指 ヴ 覆 不 期

ヤ
ー
ふ
，一守

/. /ど

ク

/ /7

//す

//

″

ヨ

　

タ

P/

靖

P/

S

ノ

尾

す

/

ど

タ

新野 秀夫

有口 久―

奥 出 棋 R

Tア与口拠―声F

ィデ藤 スニ

F哨日 祐お

ク

調

す

ク,/

ノイ″

孝ご

ご

ア

羽

之ど

/0/

ど

ノ7す

え享

羽 羽

Zど

ノクど

と

2之 ど

/ど ,

7'

す

　

′

Jむ

夕′

ノ/

ノ゛

ノタ字ν

夕3/

ノアと,

ノ/″

,∂ υ

ZZど

ノ

'/

Zθ

メ 歿Zフ

アす7

∂えど

/Jタ

/。  /j

″
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
″

/t /7

/. ノと

P/

//

ク

哺

　
″

ク

//

晏

靖

タ

ス

9'

ど

/

J

/

ノ

θ

″

タ

ノ＼本  海
ク

須豫 Ⅱ吾信

長谷〕J表ニ

壱寿基―立ト

佐ラ舎 教ズ

梧 冨  漁

森 〕li 4呆共

不瀑 三月

ノどア

ノ2

ク
　
　

え

ノ

とす

■20

之イ

字ど

ア∫

7´ ′

,2つ

Zク

Z

ξ Jア

Jど

″ と

/タ

Z

アブ

字夕す

JZν

クク

`?)



定査調 調 査

白 涼

騨 休

まX等
の区分番号 着下動 栞 ガ下 市 町 方さ 冶地 尻比

ノJJ

/′′

/′む

ノ
'ど

ノ∂7

/J′

/♂ 7

/ア
'

ノタ/

格島県 凸宮瀾MH

郎 床 即

会岸渚猿帝

粛父丼1が

原 町 市

相 馬 邪

承 茉 郡

ぃゎき市

束 村

ナヒ五娠ミ病

病 路代町

湊

只 冗 町

■ヽ 岳 灯

楢 末 町

ラ麗   部

十畑

五  色  ラ吾

糖 畜べ 湖

荒  ダ  ム

女    猛

オ士   上

下 'い  〉高

蔽   ,lI

潮

=″
1/P

洲

″　
　
落

ガ

ラ下

″

之

/

,ど す沙

す

ノよ,ど

ど

2

ノ

2

4禾

4禾

7/

ク

ttL奈

,卜 1打                      /『  か,「

内訳  馬よ 休讀 医     すか粛

芥  4止  区       /か �

抗施黍主医炭     す か請

一 霰 枚 考     ク か 汀

″″ク滉 ぢ

∂′ク,ク

2

す″=∂

ア∂,ど

/7Z

/ア J

/77

/7す

/ダど

アタタ

ノタ彦

茨成呆 蜀丁層下

声 市

策友ガ郡
え 爵 郡

行 方 �

声〒ラ台πヽ

デ静募災万下

却
　
水

エヒ 町垂

村旭

古   代

十    ラR

人   妖

吉 夜 淮

千 ラ皮 洲

大 瑕 沌

『回  ラ吾

)L    う荷

宝 ケ 粛

″

3

∂タ

//

∂夕′

定fすす汐

,ど ″θ

五 Z′ク

猾ス
(倫)

保

4兵

(ρ

休

//

タ



錮  査

コ ロ

夭
　
候

調 査

入ス
調査着ηく赦 病 ハア指 ) コノЧ″サ百) 旗 示萌 市

/1 /ど

ノヽ /す

メ ノと

/ ノタ

/・  /ど

//

カ

　
　

　

　

ク

妥

靖

畜

″

ヵ　　　　　一）】“　　　　　″

″

タ

J

字

之

=

9

J

き

Z

父木 歎夫

冨爾 コ弄

山丙 希雄

新コ 黍至

島ズ  斯

F可部 表―

小不  保

言つユ十 逹デ

相

タ

タ

す

洒
　
３

　

タ

ど必∂

9∂θ

夕π

尾7

/2

タタ

可耳 羽

3

7

ど夕´

∂ど沙

7

夕7

之 7

′え

∂字

ア′

/′

タ

占孝

ノタ

ク∂ど

ノ7

つ

z37

?=

乏 す
『
/

//ど 7

3

′ z″ 7

ノど之

Z

つ

つ

2

汐

鬼

　

　

オ
　
　
　
　
　
　
ノ

=ど
7

/テ
『

3

″′
『

ノアフ

た lζ

″

カ

ク

″

請

″

Z

タ

2

Z

Z

ど

ど

菊湛 趣兵

刃π綸 痣史手

次野容共状

曲野 工敦

宏原れ
'却

ヽ

廂五 夫九t

兵 口 幹夫

ノクど

Z

3タ

尾

/

ノ /

/

J

ヨア

3つ

/Z

′ノタ

Z

〕J

Z

〕θ

/

す/

勢 )



訓 公 尤 調  査

酎 万貢

島1象保

言兵X年
の区分巷 子 妬下童粛釆 兆耳 市 F「 存甘 ケt 第 北 ラえ

ノタ

'

だクつ

之クノ

茨成果 羅 荻 郡

//

荷

市
破

芳

水
老

及声恥町

基 崎 町

江 戸 崎 /1ヽ  ゴ予 )||

キ 久 ラ吾

音 生 石

ア宅

∠θ

ノタタ

J7

口去（　　　　　・　　　　　　タ

ジ1、言十                         ノ沙 が
'「

A訳  献 低護医       夕か粛

― 尿 刀汽守       じ 力`所

/'´ 夕字よ

′ Z夕す

ノZ.?夕つ

Zク之 栃 禾兵 1石 夕頁層石 烏 山 町 自 原 珂 ′ す

小壱| ― 筑入枚 考       ノか汀 沙,∫

Zつ J 藩馬系 館 林 布 衣 泳  考 =77ンロ ノν汐 f呆

小討  馬状源設区       ノ か所 ノ フク

だ′″

′々す

埼ェ呆 蕪 谷 市

ネ 江 市

滝)I)0た )1果濤
～蕪谷入后 )

コ1  オR  )]丁

`隊
永 入 お )

ラ可 ノ2つ

3θ /

oん 禁

//

/1ヽ 言|

A訳  Ot殉詭奈工区成

2 力｀源
　
漸尾 刀
｀

〃す7

〃す7

Zνど

Z′ タ

Zク♂

πν7

え /ο

2ノ /

π/2

十末 果
ォ五 倉 市
Fπ ″碁 冠下

合 取 即

廻 市

山武 用F

夫 氏 那

ぇ 岸 市

タ

FTTお 村
本 埜 村

千 舟 町

猿 芝 町

"甲

町

ラ下″蕃ラ〓正孝澤

入 寿

ラ吾

形

本

夫

床

弁 入

屋

准

翌

草

″
Ю

〓

ン

/1く F

ラ乙

/1く    河

遇 北

貯 永 ラヒ

ダ ム

′2す

2

νIす

2フ

イρ

ノフ汐

ノρο

体
　
一

η

イス

て壕79



在 禾研
十ゝ
〓〕3阿 査

π ヨ

入
　

伝

吉FI ttl

人 員

調 査渚4ミ象 オオ′＼タチョタ コ,ヽクサョウ

石ラヒ 藻

海乏旅記入

宏尼 え三

羽

/

調

　
・
　

　

　

γ

可耳

2

羽

2

/

ノ

“

え /す

//

工隋町　　　　　″　　　　　″

Ｚ
　
　
Ｚ
　
　
Ｚ

ノ字′

/率 J

/

//∂

クど

字2‐

γ

　

　

Ｚ
　
　
之

″
　
　
　
　
　
　
″

,ノ /

2Zど

歩す

お
　
　
〃
　
　
〃

Z
ス /ど J青 / )lI馬  カ Z

Z Z
ノ

全子 邦昇 尾
Z

′ /必 清 J

S Z 2

ノ・ ノξ 須 永 一部

堵木 元ヱ

2ダ

之

クア

2

す
　
　
す

ヨ /

J/

／

　

　

／

３
　
　
３

有萩 ノ＼女る

琢 エ  キ

禍沃 北イ†

坂添  鋏

甚崎  大

量野 女一

瘤鎌 益産

７

　

　

　

　

／
　
　
タ
　
　
ノ

／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
　
　
え

ク

ノ

ノ

ク

ノ

ク

Ｚ

/t ノど

″

7

ァ ッ7

々

ク

g

Z

S

ど

/

こ

う



)と食調 詞 登

奇 疲

観
鼓区等
のゆ参 考 落弔鐘声示 た下  市 町  村 定  み 陀  元

ノ
1ヽ 計            夕か斎

萬訳  烏絲 ま医      ぇ が所

― 怒t方淀野       す か浙

貌

/フ ,7び

夕Zす

/ど之DS

Z/∂

Z/7

Zノとタ

2ノ と

2/7

2ノ =

2/7

ZZ0

之Z/

えZえ

ZZ'

新為ス 村 工 布

)ヒ 労打漏ミ尼焉

新 潟 市

ギ斎 原邪

新 ラネ市

薪 ラ岳 市

西清 原邪

)L魚ラ畜房F
れ魚 ラ冨
=T

誦魚 ラ〓那

向 津 市

頑   ラ皮

ノK原 軒

な  泰

猿 え 古

芳 ュ タF

分 フIく 町

′1、  どム WT
大 和 町

六 日 町

灰示

二 預  DlI

騨t   ラ胡

H摂 野 )lI

ク

鳥 丞 野 潟
デ寺ラ■ 声下 芽弓

rk潟′御子充鶏

花  表  フ,I

魚  千  )〕 〕

ガ六

戸

期

ラ下

ロ

t,″
ンロ

,lI

湖  渭

″
　

　

　

　

ク

ク

ラ可

７
白

″
　
　

　

ク

剤

す ク

タ

zν′

Zν 沙

/″つ

/タク

すつ

′す沙

孝′

Zν

すフρ

一　
恢の
　
一　
　
ク　
　
″　
抹　
　
″　
　
一　
　
休
　
（
　
医

ノト言ヤ                       // か,T

本択  岳訳保表区      す か汁

外 樵 正     ノ か汀

― 奴 方漁野       す か汀

/ど アタ

タグタ

Z′

アフ汐

え Z孝

22す

冨 山累 宮 山 市

// 狩 運  町

ネ山 ラヒ

河    )lI

／

　

　

／

α花捺



Ａ
　
ロ

鋼

「

ス
　
猿

吉Π仝

人員
言K姿右ぢミラ薇 オ方ハクナヨウ ゴ八ア

…

ウ痙 不 明 計

〃
　
ど
　
だ

翠

ノど

ク

ア

耳可

ノク

タ

ヨ

可耳 可ヌ

Zど

/タ

/え

ノ /ξ

7/

//

″

″

//

雪

I早争

曇

雪

請

畜

斎

ク

字

率

/

/

/

2

2

5

2

/

2

宮迅 ―俊

策口 分入

不TEH 魔平

蕪之 ▼―
/7

岳稿ド 秀 恵

吉 〕IT吉 棋

痕 工  共

万下漂  F‐カ

未 下  ス

童諜  界ニ

ヨ

夕

'す

イ

ノど

Z/

Zごぢ

/沙

窄

率

3Sつ

す

3=

す

ノタγ

∂ど
'

ノ

/2

ノ
=

タフ/

アク

3

/χ′J

Z7

サイ

す

ア/ど

/2ク′

ノ/

″

/Z

々

23

/之

/

ノ沙

メ之す之

/Z之む

θ

之 7

/´ ど
'

/″クク

/2

イア

∂つ7

タタ/

つ

/'

,すク″

ヨ ″アJ

ノZ

アイ

た 22

火 ′;

曇

　

ク

／

　

　

／

挟 十  工好

Eア【輛 ぢうミイた

〕
=

ノ

　

　

／

,ア

/

ど/妙



調 盆 定 調  査

白 液

為双伝
護二年
のと分苔 号 落職豊荷只 が 市 町 万寸 定 名 だ ラ凡

,1ヽ 訂             Zつ デ`庁

A訳  硫が隙 ■と)式      /が
'芹

― 訳 珀∴ 野       ノ つヽ斎

光4

え

ノ

ノ

ZZど

之Z7

zZ'

汚 )11ス 加 慨 市

ラpT)ヒ 炉隔

羽 咋 市

町
　
町
古

野

睦
永

芹

津

Ａ

今 房各 町

鳩     ラヒ

ラ可 )L 角

丘 知  ん

ラヒ

湖  ` ラと

″す

弟 7沙ρ

〃≠,

立八一　
　
　
″　　　　　タ

′
1、 詳  島吝(ィ泉ま医        3か μ芹 定1''7

ZZ 7 協斗ス 三 方 万【
町
町
万
次
二
兵 久 て 子 ε嘱 洲 ブ

ロ /″
'
4禾

月、吉1  馬娑くつくコ曳氏       ノ か所 /ク 0

z,'

Zε ′

z,Z

山択 呆 甲 府 市

東山架房ヽ

誦郡笞那

二 室 村

山中期村

千 イく口 湖

宏  ラ換 ,研

山  十 湖

5胡 ラ至

″
　
　
　
　
　
″

J

σす

ど′ゴ必つ

お泉

|た策

ク

小ナ              3か 所

汽3く  汗3秋 イ露t艶霙医      /か 所
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